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2種類のIDE，どちらを選ぶ？

　じつは，現在AVRをサポートするマイクロチップ・
テクノロジー社の開発環境は2種類が並存する形にな
っています．
　Microchip Studio（図1）はもともとATMEL Studio
という名称であったIDE（統合開発環境）で，名前のと
おりATMEL社の開発した統合開発環境を引き継い
でいます．
　一方，MPLAB X IDE（図2）はマイクロチップ・テ
クノロジー社ネイティブの開発環境で，後付けで
AVRマイコンに対応したような形となっています．

第3章

開発環境の使い方と
デバッグの手法

　AVRマイコン開発での2つのIDEの比較を表1にま
とめました．

● データシートとにらめっこする時代は終わった？
　一昔前は，マイコン開発といえば数百ページあるデ
ータシートのレジスタ表をよく理解して，適切なレジ
スタ設定を注意深く考えていく必要がありました．
Arduinoやmbedはよく整備されたライブラリにより
この手順が必要なく，素早い組み込み開発手法として
普及しています．もちろんIDE側も手をこまねいて
いたわけではなく，Microchip Studio と MPLAB X 
IDEは，両者ともGUIベースでマイコンのハードウェ
アをセットアップする仕組みができています．

Microchip Studio＋PICKit4を使って進める

ビルド結果やエラー，
警告の表示

ビルドして書き込み＋
デバッグの開始

クリックでファイル一覧
の表示

デバッグ・ビルド（最適化あまりしない）
リリース・ビルド（最適化MAX）
の選択

ビルドして書き込み

デバッグ・ツールバー

図1　Microchip Studioの実行画面
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